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岡 野 恒 也 (明盛大 ･人文･心理)
神奈川県揚河町典扱河原から箱取にかけて天照山群
(T群),パークウェイ群 (P群),広河原群 (H群),
およびすくも郡 (S郡)の4郡の野生ニホンザJt,が控息
し,このうちT,P,Hの3郡は典暢河原側の斜面に,
比較的接近して,行動域を充棟させながら接み分けてい
る｡1968年よりT群において尻に入れ墨のマークをつけ
て調べたところ,比較的若いオスが他の3群に入りこん
でいることが分かった｡･このように接近した群れでは,
テ1)t･1)-の境界は硬いものではなく,群れ落ちした若
いオスはかなり容易に他の群れに受け入れられるようで
ある｡
1970年秋から1971年にかけて,T群について次の研究
を行なった｡
(1)adultmaleの順位の確認 :例年群れは6月末よ
り11月まで遊牧に出る｡T群のトッ7●1)-メ-は1965年
以来 Jlr3であったが,1970年11月,餌場にもどった群
れからJir8は舵脱していた.1970年6月と12月のadult
maleのJEm位を表1に示す｡表中※印は,道牧中に群れ
から舵脱したものを示す｡6月には4位までがT)-ダ-
クヲスと認められたが,12月には,3位の Satoruま
でが リー ダークヲスと認められた｡6月に10位でありた
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